東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	


平成28年11月30日(水)　　　　　　　　　　　　　　　　司会：記録：澁谷　育美

	高橋
	前田
	松村
	天間
	澁谷
	畑中
	西村
	上野
	織田
	佐々木（志）
	成田

	○
	深
	年
	休
	○
	休
	深
	○
	準
	休
	○

	鳥谷部
	下野
	中野
	工藤
	加藤
	田口
	田端
	佐々木（真）
	荒木田
	木村
	水上

	○
	欠
	休
	○
	準
	年
	○
	○
	休
	準
	休

	吉田
	佐々木

（孝）
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	深
	休
	
	
	
	
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞

・特記事項なし

＜患者様連絡事項＞

· 佐羽内　裕亮様～14時30分、母様自宅へ退院となる。

＜隔離入室患者様＞

・木村　格治様～終日隔離継続中。大声で叫んだり、臥床しながら独語している。主治医訪室時も易怒的となっている。引き続き、精神症状の観察を行い、症状改善を図れるよう介入していく。

＜要注目患者様＞

・續石　啓介様～昨日、排尿困難あり、導尿にて1100ml流出。バルンカテーテル留置し、ライントラブルなく経過。本日、点滴3日分追加処方となり、内容は同様。今朝発熱（38.0℃）あり、安ヶ平Dr報告し、PL顆粒3P/3×3日分処方となる。食事の拒否は続いている。引き続き、食事摂取と排泄状況の観察を行っていく。

・佐々木　フクエ様～食事は主食3口、副食不食～1口。エプリッチ1/3～2/3摂取。エンシュアは飲みたくないと摂取せず。希死的発言なし。バイタル異常なし。酸素１Lで酸素飽和濃度96％。引き続き、食事摂取状況と身体状況の観察を行っていく。

· 丹波　清様～バイタル異常なく、食事は朝食全量、昼食は1/3～3/4摂取。腹囲80.0cm

前日比+2.0cm、体重49.05kg前日同様。腹痛はないが、胃部のムカツキを訴えている。引き続き、身体症状の観察を行っていく。

· 大上　なみ様～バイタル異常なく、食事摂取出来ている。他者交流みられ、歩行時のふ

らつきもなし。にやつきあるが、妄想発言なく経過。引き続き、精神症状の観察を行っていく。

・元沢　ナヨ様～バイタル異常なく、食事は自力で1/3～全量摂取出来ている。昨夜はベッ

ト上での多動著しく、スタッフ常時見守りを要しており不眠で経過。日中は車椅子、安全ベルトで対応している。

・和田　昌様～話しかけの多さ見られるが、切り上げる事できており、しつこさはない。易怒性、興奮なし。引き続き、躁状態の観察と他者トラブルに注意しながら、症状悪化のないよう注意していく。

· 小笠原　澄子様～妄想発言なく、面会時も穏やかに会話されている。同室者との交流見

られている。

・藤村　悦子様～バイタル異常なく、日中は臥床傾向だが、夜間の睡眠もとれている。食事も摂れ、内服の拒否もなし。

＜深澤Dr診察＞

· 佐々木　フクエ様～本日の採血の結果、CRP　12.36（H）、WBC　11700（H）、ALB 1.7

（L）、TP　4.3（L）。食事摂取量の低下と尿量の低下があるため、

点滴を12/6（火）まで継続し、薬剤調整行っていくこととなる。

· 大橋　正男様～血糖測定は2検のまま継続指示となる。

· 水梨　孝純様～臨時薬は変更なく、7日分処方となっている。

· 向井　敦子様～臨時薬は変更なく、7日分処方となっている。

· 山谷　賢一様～血糖測定は3検で変更なく、継続指示となる。臨時処方も変更なく、7

日分処方となっている。

・荒谷　郁子様～血糖測定は3検で変更なく、継続指示となっている。

· 佐藤　守様～処方内容に変更あり。ロラゼパムが中止となり、レボトミンが処方となっ

ている。

・小笠原　澄子様～臨時薬、処方内容に変更なく、6日分処方となっている。

＜新入院患者様①＞

病棟病室：東病棟Bユニット1号室

　　　氏名：磯島　貴広様

　生年月日：S47年6月14日　44歳

　　　性別：男性

　　主病名：統合失調症

　入院形態：任意入院

　　主治医：田名部Dr

＜経過＞

　H24.12.25退院後は定期的な外来通院、青陽館利用していた。入院前に借金があり、裁判所へ相談し時効になるところであったが昨年冬より借金取りが自宅へ来るようになり、支払っている。その頃より不眠・独語があり、2ヶ月前より悪化。元々家族（母・弟）と折り合いが悪かったが、同時期より「弟から暴力を受ける。避難したい。」と外来時に相談があった。夜間不眠・大音量で音楽をかける・物を壊す・弟とのトラブルがあり自宅での

生活が困難となり、本人も家から離れ生活をしたいとの希望がある。

H28.11.30上記症状改善目的で入院治療の希望があり、東Bユニットへ任意入院となる。

＜新入院患者様②＞

病棟病室：東病棟Bユニット1号室

　　　氏名：山辺　博彦様

　生年月日：S38年2月9日　53歳

　　　性別：男性

　　主病名：うつ病（疑い）

　入院形態：任意入院

　　主治医：伊藤Dr

＜経過＞

　4年位前に三沢聖心会へ通院歴がある。不眠であおぞらクリニックへ通院していたが、8月に退社後より気分の落ち込みが強くなり、薬剤調整していた。10月下旬より考え込み話をしなくなる・思いつめたようになる事が目立っていた。年金手帳を出し、見つめたまま動かず家族は自殺を心配していた。11月受診時も不眠を訴え、睡眠薬増量し経過を見ていた。H28.11.30診察し制止が強く困惑している状態で、ご家族へ入院を勧めたところお願いしたいとのことで当院受診。不眠・精神運動抑制・幻聴・被害関係念慮・希死念慮・気分の落ち込みあり、入院治療の希望聞かれ16:00東病棟Bユニットへ任意入院となる。

